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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和58年4月～昭和59年3月）
○昭和58年7月3日昭和58年度総会第55回研究発表会および講演会
総会議事
1）会長挨拶………･……･………………･…………………山下肇氏
2）編集報告･……･………………………………………･…芳原政弘氏
3）会計報告………･……･……………………………･……杉谷眞佐子氏
4）企画報告･……………･…………………………………宇佐美幸彦氏
研究発表
1）帰朝報告……………………･………………･………･…植松健郎氏
2） 「外国語教育の学習に関するアンケート調査｜について
….……….…………･……………………………………新谷浩堆氏
講 演
訳読授業からの脱出は可能か－音声中心方式に
活路をみる………….…………･…………･棚橋一雄氏（名古屋大学）
出席者25名
G
○昭和58年12月4日第56回研究発表会および講演会
会長挨拶…………｡．………………………･……･……………･･山下肇氏
研究発表
ゲオルク・フォルスターについて．…･…………………….…
芳原政弘氏
浜本隆志氏
宇佐美幸彦氏
講 演
OperalsPublikationsorgan-
’
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→
BreChts ,,AufstiegundFallderStadtMahagonny(6-
…………･…………………･…･…UIrichvonFelbert氏（広島大学）
出席者28名
その他，以下のような催しを行った．
○昭和58年6月21日～23日展示会 ．
A・ シューッツラー展（関西大学文学部主催）一
○昭和58年6月23日講演会
FeldundWelt(Wortfeldtheorieに関して）
……･………･……………………･………VolkerBeeh氏（京都大学）
中
○昭和58年12月7日映画会
,,FalscheBewegung"(1975年WimWenders監督）
、
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’昭和58年度修士論文題目
河合良三
満尾美栄子
夢と絶望の淵で－ErnstToller論一
J.P.Hebel論一現代的観点からの一考察一
昭和58年度卒業論文題目
カフカの「濫」－その内と外一一
シラー「マリア・シュトゥアルト』の構成技巧と崇高
について
ミヒャエル・エンデの『モモ』について
『若きヴェールターの悩み』
現代ドイツ語における「外来語」について
ケーテのGク麓〃0"Bgγ〃"”顔〃
ノサック文学における肯定性一『弟』を中心とし
て－
C・ブレンターノのGoc舵ノ〃"αI伽ﾙgノについて
文学的典型としてのジョゼフ・フーシェーStefan
Zweigの歴史小説管見一
『ヘルマンとドロテーア』における時代相
アルプレヒト ・ゲースの『不安の夜』にあらわれたひ
とつのしるし
ハンス・カロツサの作品にみる医師像の生成の過程
一『ドクトル・ビュルゲルの運命』の必然性－
ハイネとヘーゲル
『ヘルマンとドロテーア』について一人物像を中心
にして－
トーマス・マン『ヴェニスに死す』にみる芸術家問題
について
朝倉万紀子
池田 都
??????? ????
上之山純代
占部 昇
神田 学
紀 勝美
小坂静誉
駒井久徳
地大浩代
鈴木香織
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T
ルイーゼ・ ミレリン体験仮説
『ダントンの死』におけるビューヒナーの世界一ピ
ューヒナーとヒューマニズムー
エーリッヒ・ケストナー『ふたりのロッテ』における
時制の使い分けとその効果
アンナ・ゼーガースー神秘的傾向とマルクス的傾向
の共存， 『第7の十字架』を中心に－
ドイツ観念論哲学におけるニーチェの位置とその女性
観
シラーの『ドン・カルロス』における構想の中心理念
の変化について
自由・幸福への提言一『群盗』におけるシラーとそ
の時代一
LuiseRinser:D/e2)0"0"""e"eルg加g
-Marie-Catherineの生き方－
深い淵から－ハイム断章－
ヘッセの肋β加脇′にみる家庭と芸術の接点
トーマス・マン『ブッデンブローク家の人々』におけ
るA.ショーペンハウアーとR.ヴァーグナーの影響
SturmUndDrang時代におけるゲーテの自然感情
一「五月の歌｣， 「プロメトイス｣， 「ガニュメート」
を中心にして－
「マルテの世界」－リルケの愛と孤独の解釈一
『訴訟』におけるカフカの物語技法とその内容に与え
る効果
Pertinenzdativについて
HeinrichB611のW""”γgγ,角0"､加sｵ〃〃αc〃助α…，
－主にその文体的特徴について一
ヘルマン・ヘッセ『デミアン』－「アプラクサス」
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と「エヴァ夫人」について－
「親和力』の悲劇性について
『哀れなハインリヒ』にみられるミンネについて
GertrudvonleFort:Di Le茂＃gα加6℃"α/bがに
ついて
『ダントンの死』におけるビューヒナーの世界観につ
いて
ゲオルク・ビューヒナーの『ヴォイツェク』における
レアリスムス
ヘッセの『アウグストゥス』について
ヘルマン・ヘッセの『荒野の狼』について
ヘッセのDtzsG"Speγ""妙"ノにおける音楽及び精神
世界について
ドイツ語における色彩語一特に文学における色彩表
現一
StefanZweig:MM""A"わ伽g"e－歴史と虚構一
HeinrichvonKleistの『O…侯爵夫人』について
ゲーテの『ファウスト』への一つのアプローチー
メフィストフェレスの側からの考察一
ゲオルク・ビューヒナーにおける神の問題
ハインリヒ・マン「臣下』における意義と詞刺の方法
について
BIichnerの作品における「社会的なもの」
『ドイツ・冬物語』について
トーマス・マンと『トニオ・クレーガー』についての
考察
E.T.A.ホフマンの『金の壷』について－作品中の
現実世界と非現実世界についての考察一
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水谷あゆち
宮辻広美
???
和真
下裕
添依
???
山田善和
?????????
米田裕子
渡辺真寿美
和田浩
洙 鳳
玉尾直
???
武田尚人
「｢独逸文学」29号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和59年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和59年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評．紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和59年10月31日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
’
編集後記
「独逸文学」第28号をお届けします．今回は，特集号が2回連続したせいか，投稿
申し込みが少なく， こちらからお願いする羽目になりましたが，幸い論文，書評合わ
せて6編を掲載することができました．ご協力いただいた方々に厚くお礼申し上げま
す．本学会は，研究発表・講演会と雑誌発刊が活動の中心となっていますが，近年前
者の方が活発になり，後者の方は少し停滞ぎみの感じがいたします． この両輪が活発
に回転してはじめて充実した学会活動といえましょう．今後の積極的な投稿を期待し
ます．
昭和59年3月
第28号編集委員 武市 修
渡辺有而
宇佐美幸彦
芳原政弘
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